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史
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瓦
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さ
き
に
私
は
ロ
ッ
ジ
ャ

l
の
歴
史
的
方
法
を
吟
味
し
む
。
謹
ん
で
こ
〉
に
彼
の
方
法
論
の
奥
底
に
あ
る
、
閤
民

経
持
率
の
卦
象
規
定
と
し
て
の
園
民
経
漕
離
を
見
た
い
と
思
ふ
。
問
題
は
彼
に
於
て
困
民
経
漕
炉
、
人
間
制
倒
的
・

枇
命
日
哲
準
的
並
に
歴
史
哲
摩
的
に
如
何
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
か
に
在
る
。
以
下
こ
の
三
の
問
題
に
劃
す
る
解
答
ぞ

革
ね
て
、
絡
に
若
干
の
批
判
を
加
へ
る
。
先
づ
人
間
観
的
基
礎
か
ら
遮
べ
る
。

ロ
ッ
シ
ヤ

l
は
『
岡
氏
軽
油
開
串
原
論
』
'T
「
吾
ん
吋
の
科
皐
の
出
後
勤
並
に
到
達
勅
は
人
間
で
あ
る
」
と
い
ふ
句
を
も

っ
て
始
め
る
。
而
し
て
彼
は
人
聞
を
全
く
種
々
の
非
経
済
的
動
機
か
ら
も
動
き
、
特
定
の
民
族
・
岡
家
・
時
代
に
属

す
る
等
ム
干
の
如
く
、
あ
る
が
ま
〉
の
人
聞
を
考
へ
る
。
従
っ
て
人
間
生
活
は
全
く
多
面
的
で
あ
る
が
、
そ
の
内
か

ら
彼
は
経
済
生
活
を
抽
き
出
す
。
そ
の
た
め
に
彼
は
人
間
の
欲
望
か
ら
出
殺
す
る
。
言
ふ
と
こ
ろ
は
か
う
で
あ
る
。

人
間
は
誰
で
も
肉
躍
的
並
に
精
神
的
の
無
数
の
欲
望
を
有
っ
て
ゐ
て
、
そ
の
締
盟
は
必
要
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
異

経済論叢、第40谷第E鋭、「ロヅシヤーの歴奥的方法」
Grundlagc: der Nationalokonon1I-e， 26. Aufl. durch Jし n)hl.mnn，S. 1. 
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の
人
間
欲
望
の
直
接
的
或
は
間
接
的
な
充
足
に
役
立
つ
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
〉
椋
て
を
財
と
名
付
け
る
。
そ

、

、

、

、

、

山

リ

し
て
「
人
聞
の
必
要
を
外
的
な
る
財
に
於
て
充
足
ぜ
ん
と
す
る
人
間
の
許
量
的
活
動
」
肝
腫
捕
円
で
あ
る
。
と
こ
ろ

で、

「
財
が
艦
持
活
動
J

乞
な
す
人
間
の
目
的
意
識
に
劃
し
て
有
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
意
味
が
財
の
経
済
債
値
で
あ

る
。
」
経
梼
債
値
は
、
光
づ
財
が
輿
へ
る
と
こ
ろ
の
も
の
と
し
て
使
用
債
値
で
あ
り
、
次
に
財
が
要
費
す
る
所
の
も

の
と
し
て
、
卸
ち
財
を
獲
得
す
る
た
め
の
人
生
の
快
楽
及
び
生
活
力
の
犠
牲
と
し
て
、
そ
れ
は
費
用
債
値
で
あ
る
。

経
済
の
合
目
的
性
は
前
者
を
最
大
に
し
て
後
者
を
最
少
に
せ
ん
と
す
る
所
に
在
る
。
人
聞
が
交
換
に
於
て
な
す
と

こ
ろ
の
使
用
偵
値
の
費
用
債
値
と
の
結
合
に
基
い
て
交
換
償
値
即
ち
財
の
他
財
に
劃
し
て
交
換
さ
れ
る
L
L
い
ふ
目

的
に
掛
す
3
志
強
川
機
生
7
4
A
M
O

叉
組
側
財

ρ
純
計
が
総
韓
ー
と
し
て
の
官
印
ち
財
産
で
あ
り
、
大
な
る
出
来
る
だ

け
持
蘭
的
な
財
産
の
所
有
或
は
客
観
的
に
は
か
h

る
財
産
そ
の
も
の
を
官
と
い
ふ
。
償
値
論
の
詳
細
は
別
の
問
題

と
し
て
、
と
も
角
彼
は
、
あ
ら
ゆ
る
正
常
な
経
済
は
l
単
な
る
技
術
か
ら
直
別
し
て

l
一
般
的
抽
象
的
に
は
最
少

の
費
用
金
以
っ
て
最
高
の
人
的
致
用
を
獲
得
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
る
と
考
へ
る
。

右
の
如
〈
極
端
何
生
活
を
規
定
し
七
後
ロ
ッ
ジ
ャ
ー
は
そ
の
根
底
に
二
の
精
神
的
動
機
を
観
る
。
第
一
は
利
己
心

(
仏
巾
『
巴
問
内
ロ
ロ
丘
三
田
町
広
三
2
2
3
で
あ
る
。
「
そ
れ
は
積
極
的
に
は
出
来
る
だ
け
多
く
の
財
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
努

カ
に
、
消
極
的
に
は
出
来
る
だ
け
僅
か
の
財
を
失
は
ん
と
す
る
努
力
に
、
帥
ち
獲
得
慾
(
開
2
2
F号
σ)
と
節
約

位

(ω
冨『

g
B
r一
円
)
主
に
表
現
さ
れ
る
。
罪
あ
る
堕
落
に
於
て
は
利
己
心
は
利
己
主
義

2
m
0
5
5叩
)
に
、
獲
得
慾

は
貧
慾
(
甲
佐
官
5
7同
)
に
、
節
約
性
は
す
合
音
色
町
一
と
に
な
る
。
(
カ
ン
ト
の
唯
主
土
義
主
-Z55)。
そ
の
経
漕
肢
態
を

官
ツ
シ
ヤ

l
に
於
げ
る
岡
氏
経
湾
の
意
義

第
四
十
巻

第
五
競

ノL

七

八
七
三

a. a. O. S. 1-5・
8. a. O. S. 9-10. 
a. a. O. S. 12. 
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ロ
ツ

U
ヤ

1
に
於
げ
る
岡
氏
経
済
の
意
義

第
四
十
巻

第
瓦
披

八
七
四

ノ、
ノ」

改
善
せ
ん
と
す
る
こ
の
衝
動
は
、
そ
れ
が
現
は
れ
る
所
の
形
態
と
皮
令
と
は
非
常
に
具
つ
て
は
ゐ
る
が
、
組
て
の

人
聞
に
共
通
で
あ
る
。
そ
れ
は
各
人
を
生
れ
て
か
ら
死
ぬ
る
ま
で
導
き
、
抑
へ
ら
れ
は
す
る
が
、
全
然
抑
へ
ら
れ

て
了
ふ
こ
と
は
決
し
て
出
来
な
い
。
そ
れ
は
経
済
的
領
域
に
於
け
る
肉
腫
的
生
命
に
劃
す
る
自
己
保
存
の
本
能

(
食
慾
・
性
慾
等
}
た
る
も
の
で
め
る
。
創
造
・
保
存
・
更
新
の
強
力
な
原
理
。
し
第
二
の
動
機
は
、
一
五
口
冷
の
内
部
に
於
け

る
神
の
隷
の
印
ち
良
心
の
諸
要
求
(
色
町

344仏印
5
3
m
S
L
q
照
一
口
話
回
向
。
0
1
町
二
D
C
5・
L
m
m
{
U
2
5
m
m口
印

)

L

?

の

ワ
イ
」
、

そ
れ
を
紋
は
「
公
正
・
松
・
好
試
・
完
や
一
位
f
門
的
自
凶
め
開
化
』
戒
は
「
刊
fv
正
問
へ

f
一
希
求
」
」
L

名
付
り
て
よ

か
ら
う
と
言
ふ
。

「
多
く
の
人
ム
ザ
に
於
て
神
の
影
像
が
如
何
に
影
う
す
く
な
っ
て
ゐ
よ
う
と
も
、

何
人
に
於
て
も

そ
れ
へ
の
憧
僚
は
跡
形
も
な
く
消
滅
し
て
了
つ
て
は
ゐ
な
い
。
こ
の
傾
向
に
よ
っ
て
利
己
心
は
制
御
さ
れ
る
、
否

利
己
心
は
一
の
永
遠
に
珂
想
的
な
目
的
に
劃
す
る
現
世
的
に
聴
明
な
手
段
に
ま
で
津
化
さ
れ
ふ
。
」

か
〈
て
ロ
ッ
ジ
ャ

1
に
於
て
は
桓
済
活
動
の
精
神
的
動
機
は
利
己
心
と
良
心
と
で
あ
る
。
雨
者
は
外
見
上
劃
立

す
る
か
に
見
え
る
が
、
聴
明
な
利
己
心
は
そ
の
要
求
に
於
て
問
題
の
範
闘
が
庚
〈
勝
家
が
洞
察
さ
れ
る
に
従
っ
て

良
心
の
要
求
に
一
致
す
る
と
考
へ
ら
れ
あ
。
と
こ
ろ
で
彼
は
こ
の
劃
立
的
契
機
を
公
共
配

(の
2
己
目
宮
山
一
=
口
)

すそ

て
統
一
す
る
。
「
宇
宙
に
於
て
所
謂
遠
心
力
と
求
心
力
と
の
一
見
針
立
し
た
力
が
天
瞳
の
調
和
を
費
す
如
く
、
人

聞
の
一
枇
曾
生
活
に
於
て
は
利
己
心
と
良
心
と
が
公
共
心
を
膏
す
。
」
こ
の
公
共
心
こ
そ
人
類
の
闇
瞳
生
活
の
基
礎
で

め
っ
て
、
こ
の
上
に
段
階
的
に
家
庭
・
公
共
闘
瞳
・
岡
氏
・
人
類
生
活
(
数
合
生
活
)
が
成
立
す
る
。
宗
教
生
活
も
こ
れ

に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
而
し
て
利
己
心
と
公
共
心
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
却
っ
て
、
「
公
共
心
に
よ
っ

a. a. U. S. 25 
H.oscher， Geschichte der Nationalokonomik in Deut沿c~nland叩 2. i¥uf1. S. 1034-
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て
の
み
利
己
心
は
異
に
確
賓
と
な
り
、
櫨
積
的
に
合
目
的
々

E
な
る
。
」
そ
の
例
と
し
て
彼
は
翠
げ
て
言
ふ
。
「
軍

に
勘
定
を
事
と
す
る
悟
性
」
で
さ
へ
も
、
多
〈
の
施
設
等
は
諸
個
人
に
有
用
否
必
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
公
共
心

が
な
け
れ
ば
誰
も
そ
れ
に
必
要
な
犠
牲
を
負
携
し
な
い
だ
ら
う
か
ら
、
全
〈
不
可
能
に
終
る
と
い
ふ
事
を
認
識
せ

引
き
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
同
様
に
又
流
通
が
鵡
て
の
人
間
的
利
益
を
種
ゃ
に
組
合
は
し
て
以
来
、
人
が
他
人
に

封
し
て
彼
等
の
欲
望
充
足
に
役
立
つ
場
合
が
、
普
通
自
己
の
欲
望
を
充
足
す
る
最
も
確
賃
な
方
法
・
と
な
っ
た
。
利
己

心
か
ら
さ
へ
各
人
は
、
彼
が
最
少
の
競
争
者
と
最
大
の
買
取
人
と
を
、
卸
ち
、
「
最
大
の
園
民
欲
望
と
そ
れ
に
封
す
る

最
少
の
充
足
手
段
」
と
佐
深
見
寸
る
職
業
を
好
ん
で
選
樺
ず
る
つ
例
へ
ば
睦
問
者
の
中
で
最
大
多
数
の
患
者
を
最
も

巧
に
癒
ず
者
、
工
業
家
の
中
で
最
良
の
南
口
叩
伝
最
も
廉
慣
仁
生
産
す
る
者
が
普
通
最
も
富
裕
と
な
る

T
あ
ら
う
。

而
色
車
に
瞬
間
的
な
も
の
に
閲
す
る
私
的
利
盆
が
一
生
涯
の
も
の
に
、
否
、
世
襲
的
な
も
の
に
な
れ
ば
な
る
程
普

通
に
は
一
一
暦
会
髄
利
盆
に
一
致
す
る
。
斯
様
に
し
て
人
が
詳
細
に
研
究
す
れ
ば
利
己
心
土
ゴ
イ
ス
ム
ス
で
は
な
い
)
左

公
共
心
と
は
同
格
の
封
立
を
な
す
も
の
で
な
〈
、
ま
し
て
遺
漏
な
き
劃
立
を
な
す
色
の
で
は
な
い
こ
と
を
知
る
で

あ
ら
う
。
要
す
る
に
公
共
心
は
利
己
心
と
良
心
と
の
統
一
に
し
て
、

一
方
の
極
に
利
己
心
伝
他
方
の
極
に
良
心
を

有
す
る
中
間
で
あ
る
。
日
く
、
「
尚
人
は
如
何
に
公
共
心
の
狭
い
圏
が
外
的
に
利
己
心
に
、
而
し
て
庚
い
圏
が
紳
の

王
園
へ
の
憧
僚
に
遅
い
・
も
の
で
あ
る
か
に
気
付
く
で
あ
ら
う
。
而
も
す
べ
て
こ
れ
ら
の
圏
は
互
に
制
約
し
合
ム
。

組
園
愛
な
き
高
民
主
義
或
は
教
曾
狂

2
2・
開
g
E
C℃
o
-
-
S
E
E
P
-印

C牛・百『円}戸内口町一明日

c
F
口
町
〈
民
主

E
r一5
5
1

公
共
闇
臆
へ
の
誠
賞
・
家
庭
愛
な
き
愛
園
心
は
疑
は
し
い
ど
こ
ろ
か
そ
れ
以
上
で
あ
る
。
而
し
て
反
針
も
亦
同
様

ロ
ッ
ジ
ャ
ー
に
於
げ
る
園
民
経
済
の
意
義

第
四
十
巻

八
七
五

第
五
時
踊

A 
九

Gntndlage. S.ョ6
a. a. O. S. 28. Anm. 
a. :1. O. S. 27， Anm. 
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ロ
ヴ
シ
ヤ
l

に
於
げ
る
園
民
経
務
の
意
義

で
あ
る
。

第
四
十
巻

こ
れ
が
大
き
な
外
観
上
の
艶
立
の
聞
の
主
要
な
橋
で
あ
る
o
U
而
し
て
利
己
心
は
良
心
に
比
し
て
強
力
で

八
七
六

第
五
務

九
O 

あ
る
。
そ
れ
故
良
心
を
利
己
心
に
針
し
て
強
力
な
ら
し
め
る
た
め
に
、
公
共
心
は
客
観
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ

れ
が
園
瞳
生
活
の
「
個
人
や
瞬
間
の
賭
意
に
優
越
し
た
永
績
的
施
設
並
に
秩
序
」
(
例
へ
ば
家
庭
に
於
げ
る
夫
婦
関
係
・
教
育
)

で
あ
る
。

扱
ロ
ツ

シ
ャ

1
ま
出
4
2
心
L
」
守
山
崎
上
、
、
υ

L」
ヤ
-
A

沿っ
C
竪
邸
寸
呂
助
¥
L
L
掃
3
。

』

1
4
I
B

ノ
ヘ
つ
J

J

S

d

〈

】

V

珠
山
信
引
ピ

Y
一『v
d

一、
U
島

E
J
C
主
主
H
H
d
-
f
J
-
J
川
円
こ
司
リ
者

a
p
U
4
小
一
【
パ

ru
世

t
引
用
一
一
日

極
端
伺
(
同
一
口
N

己
主
『
片
山
内
宮
町
門
町
与
を
、
公
共
心
の
側
に
共
同
樫
持
(
の
向
日
町
一
口
百
五
回
円
宮
『
与
を
後
見
す
る
。

日
〈
。

ー「

公

共
心
に
よ
っ
て
、
良
心
な
き
利
己
心
が
個
別
諸
盤
情
の
聞
に
惹
起
す
る
で
あ
ら
う
所
の
、
永
遠
の
総
て
を
破
壊
す

る
戦
争
、
帥
ち
寓
人
の
寓
人
に
劃
す
る
戦
争

(σm口
己
ヨ

O
B
S
Z
g
g
=
5
2
5
2
)
は
、
一
の
よ
り
高
き
整
頓
せ

る
有
機
瞳
(
叩
5
F
o
r
m「
目
コ
宅
。
z
m品
一
一
丘
町
込
町
『
。
「
m
E
2
5
=印
)
に
ま
で
宥
和
さ
れ
る
。
そ
れ
に
某
い
て
、
共
同
極
構

の
種
々
な
る
形
態
と
段
階
と
が
、
郎
ち
家
庭
艇
祷
・
組
合
或
は
聯
合
経
済
・
自
治
韓
艦
祷
・
岡
家
極
構
・
岡
民
粧
捕
が

存
す
る
。
而
し
て
一
部
分
そ
の
成
員
に
劃
す
る
強
制
樺
力
金
必
要
と
す
る
所
の
こ
の
共
同
程
梼
は
、
個
別
極
構
の

杢
〈
本
質
的
な
前
提
及
び
補
完
宮
町
師
向
三
一
一
n
r
〈

2
2
2
2
N
E
m
E丘
何
「
向
島
ロ
N
E
m
r『
何
三
月
一
言
r・g
n
E
P
)
で
あ

っ
て
、
従
っ
て
後
者
は
前
者
な
く
し
て
は
全
然
存
立
し
得
な
い
か
、
或
は
た
け
〉
最
低
の
接
展
段
階
に
於
て
存
立
し

で
あ
ら
↑
。
」

l
つ
ま
り
‘
経
済
活
動
を
利
己
心
の
側
か
ら
観
れ
ば
個
別
粧
持
に
し
て
そ
の
結

得
る
に
過
ぎ
ぬ
か
、

果
は
個
人
の
官
印
ち
私
有
財
産
で
あ
り
、
公
共
心
の
側
か
ら
観
れ
ば
共
同
経
曹
に
し
て
そ
の
結
果
は
家
庭
・
岡
民

等
A

咋
の
共
同
の
宮
で
あ
る
。
而
し
て
債
値
の
観
勅
か
ら
前
者
に
は
交
換
債
値
一
炉
、
後
者
に
は
使
用
債
値
炉
支
配
す

a. a. O. S. 26. 
a. a. O. S. 27-28 An血.
a. a. O. S. 30.筒、 Grundrisszu Vorlesungen uber .die' Sl:aats.wirtscnaft nach 
ge5chichtlicher Methodc， 1834・には利己心に封立するものを真心Eせ争、公
共心として、直接に公共心から圃民経務~導出し戸ゐる。「財産の獲得・増
大・利用に霊せする纏績的活動を普々は経務と呼.t;。モif'Lには精紳的動機とし

'3) 
14) 
， 5) 



る
ん

τ才

ツ

ー〆
ヤ

は
考
J、
るlu)。

所
で
所
謂
岡
氏
の
富
は
共
同
性
と
い
ふ
観
描
か
ら
は
全
〈
抽
象
的
な
も
の
で
あ
っ
て
.
彼
は
「
財
産
共
同
の
ロ
Z
l

『
ね
巾

5
2
5円
』
富
町
」

を
承
認
し
な
い
。

そ
こ
に
吾
々
は
今
ま
で
利
己
心
に
劃
し
て
公
共
心
を
強
調
し
た
ロ
ッ
ジ
ャ
ー

が
却
っ
て
公
共
心
に
劃
し
て
利
己
心
を
緯
護
す
る
の
を
見
る
。
彼
は
枇
命
日
主
義
を
「
公
共
心
を
超
え
た
共
同
極
端
畔
」

な
誼
〈
色
の
と
考
へ
、
所
謂
岡
民
経
漕
皐
と
直
別
す
る
の
で
あ
る
か
ら
.
こ
の
鞘
は
特
に
重
要
で
あ
る
。
動
物
や

天
使
或
は
「
真
の
愛
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
て
ゐ
る
人
間
」
に
於
て
は
財
産
共
同
は
危
険
な
く
存
在
し
得
る
で
あ
ら
う

と
、
原
始
祉
曾
及
び
理
想
枇
舎
に
於
げ
る
そ
の
可
能
を
是
認
し
た
後
、
然
し
大
き
な
枇
舎
に
於
て
は
か
く
の
如
き

ア
ポ
ス
テ
一
ル
グ
〆
巴
一
ア

め
っ
た
に
長
鋪
き
は
せ
ね
宗
私
的
熱
誠
l

使
徒
行
俸
は
最
色
よ
く
知
ら
れ
た
、

v
z
t
、

コ引
4
J
U
1

勿
論
、
最
も
高
い
が
.

最
も
英
は
し
い
そ
の
例
で
あ
る
ー
ー
ー
に
於
ー
の
み
毅
見
さ
れ
る
ド
過
ぎ
す
も
明
貿
の
人
間
は
利
己
的
で
あ
っ
て
よ

り
少
〈
働
き
よ
り
多
く
を
享
受
せ
ん
と
す
る
で
あ
ら
う
か
ら
財
産
共
同
は
危
険
で
あ
る
.

3
と
し
て
原
則
と
し
て
之

に
反
卦
す
ム
。
而
色
彼
は
正
し
く
も
、
未
開
枇
舎
・
中
世
に
財
産
共
同
が
存
在
し
た
こ
と
、
更
に
現
在
に
於
て
も

そ
れ
が
増
大
し
つ
〉
あ
る
こ
と
を
認
め
、
そ
の
蹟
大
の
限
度
を
尋
ね
て
公
共
心
の
仲
ふ
限
り
有
症
で
あ
る
と
答
へ

「
ぞ
れ
故
に
」
と
そ
の
例
に
言
ふ
、
「
事
術
及
び
文
皐
に
於
て
は
強
者
を
し
て
喜
ん
で
而
も
弱
者
に
最
大
の
結
果
ぞ

典
へ
つ
う
働
か
し
め
る
所
の
非
常
に
傘
き
共
産
主
義
が
支
配
し
て
ゐ
る
し
と
。
蹟
け
て
日
〈
。
「
財
産
共
同
へ
の
接

遅
は
富
者
の
愛
か
ら
出
援
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
貧
者
の
憎
悪
か
ら
す
べ
き
で
は
な
い
。
若
し
総
て
の
人
聞
が
異
の

基
督
者
で
あ
る
な
ら
ば
財
産
共
同
は
危
険
な
く
存
績
す
る
で
あ
ら
う
、
勿
論
そ
う
で
あ
れ
ば
私
有
財
産
色
色
は
や

ロ
ツ
シ
ヤ

1
に
於
げ
る
圃
民
経
潜
の
意
義

第
四
十
巻

第
五
務

八
七
七

ゴL

て利己心と公共心、とが基礎に横fごは品。不11己心Tごげではーの永遠の、個々の
忍経湾の総てを破壊する戦争を惹也するであらう。然しそれを公共心l主ー
のより高き有機櫨卸ち国民経湾にとで宥手(1する。J(S・3-4)
Geundbge. S. 1'7-19. 
a. a. 0. S. 217. Anm. 
a. a. O. S. 233町.
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ロ
ツ
シ
ヤ

1
に
於
げ
る
園
民
経
輔
聞
の
意
義

第
四
十
巻

八
七
入

第
五
披

え4

何
ら
の
暗
黒
面
を
も
有
た
ぬ
で
あ
ら
う
、
そ
し
て
特
に
あ
ら
ゆ
る
主
人
は
被
の
勢
働
者
に
出
来
る
で
け
多
〈
の
賃

銀
を
奥
へ
出
来
る
だ
け
僅
か
の
犠
牲
を
彼
等
か
ら
要
求
す
り
Q

で

あ

ら

う

l
l
賞
際
私
は
、
悲
し
む
べ
き
こ
と
だ

が
、
婚
家
今
日
の
ド
イ
ツ
枇
合
同
主
義
の
許
童
へ
著
し
く
接
近
す
る
か
も
知
れ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
は
会
〈
考
へ
得
る
こ

と
だ
と
思
ふ
。
そ
れ
は
民
主
や
義
的
方
法
に
よ
っ
て
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
専
制
的
方
法
に
よ
っ
て
、
印
ち
非
常

に
高
め
ら
れ
た
租
税
・
警
察
・
中
央
集
樺
・
一
般
に
閣
内
に
於
げ
る
岡
家
の
全
能
に
よ
っ
て
Y

ふ
る
。

部
し
む
が
ら
、

同
時
に
宗
枇
的
並
に
倫
間
的
縄
民
生
出

ω大
改
革
一
か
公
共
心
JT
開
化
し
酢
化
す
る
こ
と
な
し
に
こ
の
様
展
が
起
る

な
ら
ば
、
私
は
そ
れ
こ
そ
が
近
代
諸
国
民
泣
落
の
最
色
重
要
な
原
因
・
結
果
・
徴
候
ゴ
と
考
へ
る
で
あ
ら
う
。
」

右
の
如
き
考
へ
方
は
ロ
ッ
ジ
ャ
!
の
強
調
す
る
所
で
あ
っ
て
、
経
梼
を
単
に
利
己
心
に
の
み
基
礎
づ
け
名
の
は

夫
婦
閥
係
を
単
な
る
佐
慾
に
基
礎
づ
け
る
の
と
同
じ
く
顛
倒
し
て
ゐ
石
が
、
又
経
梼

ee「
愛
の
原
開
」
に
の
み
基
礎

づ
け
る
の
は
不
自
然
で
あ
っ
て
、
二
一
冗
的
に
説
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
述
べ
て
ゐ
る
。
吾
々
は
ぞ
こ
に
、
「
人
聞
は

悪
魔
で
も
天
使
で
も
な
い
。
理
想
的
動
機
に
よ
っ
て
の
み
導
か
れ
る
人
冷
が
甚
だ
少
い
如
〈
、
而
る
他
方
同
様
に

有
難
い
こ
と
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
高
尚
な
思
慮
な
し
に
利
己
主
義
に
の
み
轄
従
す
る
人
も
ほ
ん
の
僅
か
で
あ
忍
。
」
と

い
ふ
彼
の
人
間
観
の
貫
徹
せ
る
会
見
る
。

l
l要
す
名
に
彼
は
具
睡
的
な
人
間
生
活
か
ら
出
て
、
経
油
開
活
動
を
墓

礎
づ
け
、
ぞ
の
精
神
的
動
機
の
利
己
心
と
公
共
心
(
頁
心
と
同
一
視
し
て
訣
l

り
で
な
か
ら
う
)
な
る
二
面
性
に
醸
じ
て
、
そ
の

具
龍
的
な
姿
に
於
て
は
個
別
経
済
と
共
同
経
糟
と
の
二
百
が
あ
る
こ
と
を
後
見
し
、
こ
の
共
同
経
済
の
一
種
と
し

て
岡
氏
粧
樺
会
彼
の
人
間
観
か
ら
基
礎
づ
け
た
の
で
あ
る
。
次
一
に
一
九
日
冷
は
そ
の
祉
舎
哲
墜
的
基
礎
付
を
同
凡
な
け
れ

u. u. o.只. 248-49 
a. u. u. s. 29. Anm. 
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ば
な
ら
ぬ
。

ーー

ロ
、ソ

シ
ヤ
!
の
謂
ふ
困
民
と
は
一
の
抽
象
物
又
は
翠
に
名
目
的
な
も
の
で
は
な
く
て
、

そ
の
部
分
が
相
互
作
用

の
閥
係
に
あ
り
、
而
し
て
杢
瞳
と
し
て
説
明
さ
れ
件
る
作
用
を
色
つ
所
の
一
現
賞
瞳
(
巾
一
=
白
河
2
5
H乙
で
あ
っ
て
、

草
に
そ
れ
を
構
成
す
る
所
の
諸
個
人
で
は
な
い
。

又
ぞ
れ
は
階
級
を
超
え
手
一
れ
を
合
h
u

ち
の
で
あ
る
n

「
闘
民
そ
の

も
の
《
-g
〈つ一一向山口
r
r
n
r
p
E」
と
い
ふ
の
は
、
支
配
階
級
に
封
立
す
る
被
支
配
階
級
で
は
な
く
、
雨
者
を
合
し
て
、

而
ち
生
き
て
ゐ
る
世
代
に
限
定
し
な
い
で
、
聞
民
謄
史
の
初
か
ら
絡
に
至
る
最
大
の
蹟
り
に
於
て
の
意
味
で
あ
る
O

L
)
彼
ば
戎
個
別
で
也
ぺ
て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
か
、
ら
察
す
る
に
似
色
亦
岡
氏
を
以
っ
て
文
化
の
鳴
3
.子
と
し
て
の
立
味

を
ち
っ
た
一
一
概
盟
を
考
へ
た
の
で
あ
ら
う
c

人
間
と
は
人
間
生
活
で
あ
る
如
〈
、
園
民
は
そ
の
生
活
に
於
て
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ロ
ッ
シ
ヤ

l
は
人
間

生
活
に
於
て
示
し
た
如
〈
、
園
民
生
活
を
も
具
瞳
的
入
五
瞳
的
に
把
握
す
る
、
「
凡
ゆ
る
生
活
と
同
じ
く
、
園
民
生
活

色
一
入
土
曜
で
あ
っ
て
、
そ
の
種
々
な
る
表
現
は
最
も
嬬
接
に
閲
聯
し
て
ゐ
る
」
と
。
所
で
、
圃
民
は
偲
瞳
と
し
て

圃
民
欲
望
を
も
っ
。
こ
の
「
圃
民
欲
望
一
の
外
的
な
る
財
に
於
け
る
充
足
」
或
は
「
園
民
の
物
質
的
関
心
」
と
い
ふ
観
賄

か
ら
会
韓
的
な
園
民
生
活
を
観
る
場
合
、

岡
民
生
活
」
で
あ
る
o

財
は
こ
〉
で
は
そ
の
総
計
に
於
て
「
岡
氏
の
富
〈
C
F山三「
B
c
m
g」
と
し
て
存
在
し
、
そ
れ

一
の
特
殊
の
生
活
域
が
現
は
れ
る
。
そ
れ
が
「
閏
民
経
漕
帥
ち
程
神
的

は
使
用
債
値
に
よ
っ
て
評
債
さ
れ
る
。
ー
ー
か
く
の
如
〈
具
盟
的
杢
瞳
か
ら
抽
き
出
さ
れ
た
闘
民
経
済
そ
の
も
の

ロ
ザ
シ
ヤ

1
に
於
げ
る
嵐
長
経
済
の
意
義

第
五
時
抗

第
四
十
巻

八
七
九

九

a. a. O. S. 30-"3 L 22) a. 8.' (). S. 76 Anm. Grundriss Vorrede， rv. 
:.¥-fax '"町eber，Roscher ll. 1ζnies ltζLie logischen Probleme der historischen 
Nationalokonornie Gesammelte Auf:;al:ze Zl1r Wissenschaftslehre， S. 10-11. 
G口mdlage.S. 42.従って園民生活を理解するためには全ての菌、就中、言
語・宗教・華華街・科事・法律及び経済の七世Ilji耳が重要ナごときれる。 εの中?も
法律・圃家及びJ図済は一家族をなしとりわけ重要であるが、それらほ人間の

24) 



ロ
ツ
シ
ヤ
I
に
於
げ
る
岡
民
経
済
の
意
義

第
四
十
巻

八
八

O

第
五
披

宏
、

九
四

ロ
ッ
ジ
ャ
!
は
「
園
民
の
会
瞳
活
動
」
と
し
て
把
握
す

3
0
耐
し
て
さ
き
に
言
は
れ
た
如
く
経
糟
は
計
主
的
活

動
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
〉
で
色
最
少
の
闘
民
犠
牲
に
よ
っ
て
最
大
の
園
民
の
富
が
獲
得
さ
れ
る
様
に
、
印
も
岡
民

が
最
も
富
裕
、
と
な
る
様
に
計
重
さ
れ
る
。
然
る
に
計
主
的
活
動
は
意
志
を
前
提
す
る
。
被
は
閤
民
経
漕
の
意
士
山
性

に
つ
い
て
言
ふ
。
「
か
〈
の
如
き
意
志
を
吾
冷
は
個
人
・
叉
法
人
・
岡
家
に
蹄
す
る
が
、
会
開
と
し
て
の
園
民
に
は

$
う
は
し
な
い
。

け
れ
ど
も
意
志
は
、

精
紳
崎
に
天
賦
少
く
敬
一
夜
低
語
、
ι
家
庭
舵
捕
併
の
主
人
が
慨
に
示
す
如
く
‘
常

に
完
全
に
自
僚
的
な
も
の
で
あ
ぷ
乙

L
T要
し
な
レ
。
関
何
日
粧
拙
併
の
計
霊
的
な
も
の
は
最
も
判
黙
と
組
関
的
な
訟

律
R
M
ぴ
岡
家
施
設
に
現
は
れ
る
。
然
し
そ
れ
は
園
家
の
介
在
な
し
に
も
亦
慣
習
法
・
剣
例
・
言
語
・
風
習
・
趣
味
の
共

通
性
等
、
印
ち
経
済
的
に
大
な
名
意
義
を
も
ち
‘
土
地
・
種
族
・
及
び
歴
史
の
共
通
的
性
質
に
基
き
、
少
く
と
も
聞

に
も
存
す
る
に
国
ち
周
氏
粧
棒

家
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
と
同
じ
ゼ
け
担
く
岡
家
に
影
響
を
及
ぼ
す
所
の
も
の
、

仁
於
け
る
意
志
作
用
は
一
切
の
園
民
意
識
の
表
現
に
於
て
捉
へ
ら
れ
る
が
、
園
家
施
設
を
中
心
と
す
る
。
而
し
て

般
は
、
園
家
は
線
て
の
生
活
域
が
何
ら
か
の
外
的
な
る
致
力
・
妥
営
性
を
も
っ
限
り
に
於
て
そ
れ
に
関
係
す
る
色

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
目
的
は
文
化
の
進
歩
と
共
に
蹟
大
し
、
闘
民
の
劃
外
的
安
杢
・
動
内
的
権
利
保
杢
・
諸
種
の

踊
一
枇
増
進
の
機
闘
で
J

の
る
と
考
へ
る
。

更
に
ロ
ツ
L
V

ヤ
ー
に
よ
れ
ば
国
民
経
漕
は
単
に
現
寅
簡
で
あ
る
の
み
な
ら
?
、
有
機
酷
で
あ
る
。
有
機
瞳
な
る

概
念
は
暖
昧
で
あ
る
が
、
位
は
、
園
民
経
漕
の
説
明
に
有
機
瞳
を
以
つ
で
置
き
換
え
ん
と
す
る
の
で
は
な
〈
、
た

Y
岡
氏
経
済
の
諸
問
題
の
最
も
簡
単
な
共
通
的
表
現
を
輿
へ
ん
と
す
る
に
過
ぎ
な
い
と
述
べ
て
は
ゐ
る
。
然
し
そ

精紳均並l二内髄的不完全性に根Fし現世的生活を邸主 1のその組摘は殆ん
E考へられねときれる。 (5.42-'33)又園民生活のーIRitこる圃氏経済は、その
全憶に影響し叉全飽によって規定され、国民経j湾にレ)"[ーもl調民の精紳は
重要でめると苫れる。 (5.54-55) 
国民の富裕は (A)園民の大多毅ナごz下層階級の快3.talにして人間的なる生活
状態、 (B)高尚なる欲望充足のための豊かな品消費、(c)多数の建物・土地改

25) 



れ
は
彼
の
国
民
経
持
観
が
有
機
瞳
詰
で
あ
る
と
の
判
定
を
少
し
も
妨
げ
な
い
。
彼
は
岡
民
経
漕
の
有
機
韓
性
を
云

は
Y
機
械
瞳
(
宮
内

n
E
E
2
E国
)
と
の
匝
別
に
於
て
主
張
す
る
。
第
一
に
機
械
の
運
動
に
於
て
は
、
原
因
と
結
果
と
が

精
確
に
直
別
さ
れ
る
、
反
之
閤
民
結
構
に
於
て
は
同
時
的
経
過
が
相
互
に
制
約
し
合
ふ
。
例
へ
ば
繁
栄
せ
る
農
業

は
繁
栄
せ
る
工
業
な
〈
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
、
而
色
遣
に
後
者
の
繁
栄
は
前
者
の
ぞ
れ
を
前
提
と
す
る
。
恰
'
も

そ
れ
は
人
臨
に
於
け
る
呼
吸
と
脊
髄
と
の
相
互
作
用
の
闘
係
の
如
〈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
相
互
作
用
の
闘
係
に
め

る
と
言
っ
た
ヲ
け
で
は
説
明
は
循
環
に
終
る
。
そ
れ
ぞ
避
け
る
た
め
に
は
そ
の
相
関
々
係
に
あ
る
こ
を
契
機
と
し

て
含
な
や
う
な
第
三
の
綜
合
的
な
貫
聞
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ぞ
れ
を
彼
は
有
機
的
生
命
に
見
る
、

「
色
し
吾
'f

い
か
か
の
個
ι
干
の
事
賞
ば
そ
の
表
現
に
過
ぎ
な
い
所
の
有
機
的
生
命
の
存
在
伝
承
認
し
な
い
な
ら
ば
説
明
は
循
環
す

る
」
と
c
'
r
-
れ
は
分
析
し
難
Z
A
T
間
に
掛
す
右
生
物
思
的
決
視
で
め
ず
の
U

治
に
到
す
る
註
い
日
く
っ
「
若
々
の
分
析

が
そ
の
前
に
立
止
ま
っ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
の
説
明
し
難
き
背
景
を
人
が
生
命
力
・
種
麗
典
型
・
岡
民
精
紳

或
は
神
の
思
想
と
名
付
け
る
か
H

ど
う
か
は
こ
の
際
科
率
的
に
は
ど
う
で
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
。
か
の
背
景
の
存
在

を
承
認
し
、
そ
の
否
定
に
よ
っ
て
、
大
抵
分
析
さ
れ
た
諸
佃
韓
よ
り
も
謹
か
に
重
要
で
あ
る
所
の
、
会
開
の
聯
闘
を

否
定
し
な
い
所
の
、
自
己
認
識
と
正
直
と
は
一
般
に
一
層
必
要
で
あ
る
。
同
時
に
忍
は
勿
論
盆
ミ
突
進
七
U
研
究
に

よ
っ
て
か
の
詑
明
し
難
き
背
景
を
盆
ミ
速
く
へ
押
遺
ら
ん
と
す
る
科
皐
の
神
聖
な
義
務
を
理
解
し
な
い
人
々
に
よ

制

つ
て
な
さ
れ
る
異
端
覗
に
劃
し
て
徹
底
的
に
抗
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

l
l第
二
に
機
構
瞳
は
人
間
精
神
の

産
物
で
あ
る
が
、
一
i

総
て
の
有
機
瞳
卸
ち
-
プ
イ
プ
ニ
ヅ
ヅ
の
表
現
を
蒋
れ
ば
「
神
的
機
械

m
a
-
-
n
r
g
冨臼叩
n
E
5
2
L

ロ
ツ
シ
ヤ

1
に
於
り
る
闘
民
経
済
の
意
義

第
四
十
巻

第
五
披

lI. 
lI. 

九
五

真・道路等の設備、 (D)多額の貿易交加、 (E)封外投資等{e徴表とする (a.a 
υ. S. zl-23) z6) a. a，. O.己・ 3，(. 
a. a. O. 5. 42 
a. a. O. S. 248 
a. a. O. S. 34・
ι. aO. S. 37-Anm 

ロツシヤーが原論1:嗣家:を説〈ところは極めて齢い。
27) 
28) 
29) 
30) 



ロ
ツ
シ
ヤ

1
に
於
げ
る
困
民
経
済
の
意
義

第
四
十
倉

第
五
披

ノ1、
i¥、

ブL
ム
ノ、

に
於
て
は
そ
う
で
は
な
い
。
生
理
撃
者
が
消
化
及
び
生
殖
の
真
の
理
論
に
到
達
す
る
以
前
数
十
世
期
を
通
じ
て
人

聞
は
消
化
・
生
殖
し
来
っ
た
。
恰
な
そ
の
如
く
、

岡
民
経
済
も
亦
人
間
精
神
の
義
明
・
後
見
に
係
は
ら
5
る
一
の

自
然
的
産
物
で
あ
る
。
か
く
て
有
機
開
と
し
て
の
岡
氏
経
済
は
園
民
と
共
に
費
生
・
成
長
成
熟
・
衰
弱
し
、

に
開
催
る

c
l
l然
ら
ぱ
ロ
ッ

叉
疾
病

シ
ヤ

l
は
有
機
韓
と
し
て
の
圃
民
及
び
圃
民
経
持
と
そ
の
他
の
有
機
瞳
と
の
差
異
を
何

、.、、

鴎
に
求
め
る
か
。
第
一
に
結
合
の
皮
人
口
が
岡
県
る
、
印
ち
岡
氏
経
梼
は
例
へ
ば
人
聞
の
肉
臨
と
同
じ
程
度
に
自
然
的

、"ド
総
合
さ
れ

t
は
ゐ
な
レ
ρ

銃
二
に
闘
民
生
前
に
於
て
は
相
ゅ
の
お
官
主
自
由
な
る
到
性
的
称
在
」
、
酌
ち
「
ま

さ
に
そ
れ
故
に
そ
の
良
心
に
劃
し
て
責
任
的
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
穂
腫
が
進
歩
可
能
の
種
属
で
あ
る
所
の
理
性

的
存
在
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

要
す
る
に
ロ
ッ
ジ
ャ

l
の
考
は
か
う
で
あ
る
。
園
民
経
漕
は
自
由
な
る
理
性
的
存
在
と
し
て
の
諸
個
人
を
そ
の

器
官
と
し
、
そ
の
諸
器
官
は
単
に
金
瞳
を
支
持
す
る
の
み
な
ら
十
、

杢
開
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
る
所
の
有
機
睡
で

あ
る
。
岡
民
の
組
欲
望
は
園
民
の
組
活
動
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
る
。
各
人
は
彼
の
土
地
・
勢
働
力
・
或
は
資
本
を

金
曜
の
に
め
に
使
用
し
、
彼
が
受
取
る
所
の
そ
の
生
産
物
種
類
の
生
産
に
寄
典
し
だ
か
否
か
は
問
題
と
し
な
い
で
、

園
民
の
総
生
産
物
か
ら
分
前
を
受
取
る
。
こ
の
分
前
を
以
っ
て
自
己
の
生
活
の
維
持
獲
展
を
闘
る
と
同
時
に
、
共

同
生
活
の
支
出
の
負
躍
に
あ
て
る
。

尚
闘
民
は
他
の
諮
問
民
と
の
聯
闘
に
於
て
生
活
す
る
。
そ
こ
に
人
類
の
生
活
が
あ
る
。
人
類
の
生
活
が
一
の
会

ロ
ッ
シ
ヤ

l
は
断
言
し
な
い
。
従
っ
て
経
梼
生
活
に
つ
い
て
も
統
一
的
な
世
界
経
曹
が
準

躍
で
あ
る
と
ま
で
は
、

a. a.の.s. 34 
a. a. O. S. 40-41. 
a. a. O. S. 34-35・
a. a. O. S. '49" '50 
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備
さ
れ
つ
h

あ
る
と
述
べ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
ぬ
。
(
謹
)
而
し
て
闘
民
経
済
は
私
経
済
と
世
界
経
曹
と
の
中
間
に
枕
す

る
と
考
へ
る
。
又
「
世
界
の
訂
宅
内
-H42ロ
与
問

2
」
の
存
夜
を
観
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
岡
氏
の
況
と
同
じ
く
使
用
債

値
に
よ
っ
て
評
債
き
る
べ
き
も
の
と
す
る
。

(
註
)
「
人
類
の
経
済
即
ち
世
界
経
済
に
閲
し
で
も
現
在
言
ほ
れ
得
る
精
々
の
こ
と
ば
ょ
、
れ
に
射
し
て
重
要
な
準
準
が
な
さ
れ
で
来
だ
と
い
ム
事

一か示

3
れ
得
る
と
い
ム
事
で
ゐ
る
。
Z
H

々
法
科
同
十
の
い
や
増
す
市
両
氏
的
性
質
・
労
働
の
増
進
し
つ
》
あ
る
同
際
的
協
同
・
運
輸
万
法
の
改
善
・

移
民
心
増
大
、
大
な
る
千
和
の
愛
好
、
諸
岡
氏
の
偉
大
な
る
寛
容
、
等
に
よ
っ
て
そ
れ
に
一
層
近
づ
き
つ
、
あ
る
。
」

次
「
ド
ロ
ゾ

シ
ヤ
!
に
於
げ
る
同
日
比
一
脳
神
の
歴
史
的
混
定
ぞ
明
か
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

f皮

日 2
Lて
I Iま
n崎、闘
JI、j毛
糸昔、 ñ~1g
8春、語専

は
閥
民
生
活
の
一
側
耐
な
る
が
岐
に
そ
の
牒
史
的
機
腐
は
u

同
氏
の
織
田
収
と
軌
を

川
、
、
川

は
闘
民
主
同
時
に
殺
生
す
る
c

こ
』
3
J
7
J
o

i

，
 

そ
れ
は
人
間
に
よ
っ
て
蹴
強
引
3
れ
に
も
の

τは
な
く
w

叉
糾
に
よ
っ
て
超
白
熱
的

に
教
へ
ら
れ
た
・
も
の
で
も
な
〈
て
、
人
間
J

伊
じ
て
人
間
た
ら
し
め
る
所
の
素
質
と
本
能
と
の
一
の
自
然
的
産
物
で

あ
る
。

一
の
孤
立
し
て
生
活
す
る
家
族
の
内
に
総
て
の
園
家
活
動
の
荊
芽
が
示
さ
れ
る
如
く
、
め
ゆ
る
濁
立
の
家

庭
経
済
は
組
て
の
岡
氏
擁
漕
的
活
動
の
荊
芽
を
含
ん
で
ゐ
る
の
ー
ー
そ
の
岡
民
と
同
時
に
闘
民
経
持
も
亦
成
長
し

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

田

開
花
成
熟
す
る
0

・
:
;
・
:
最
後
に
岡
民
経
済
も
亦
そ
の
岡
民
と
共
に
衰
弱
す
る
。
」
岡
氏
経
済
の
友
弱
・
浸
落
に

つ
い
て
彼
は
『
原
論
』
の
結
論
に
可
成
詳
し
く
論
じ
て
ゐ
る
。
邸
ち
‘
如
何
な
る
闘
民
経
捕
開
設
口
無
限
に
進
歩
し
得
な

一
般
的
に
容
易
に
考
へ
ら
れ
得
る
、
尤
も
個
々
の
場
合
に
そ
の
限
界
を
一
市
す
こ
と
は
困
難
で
は

い
と
い
ふ
事
は
、

あ
る
が
。
近
代
無
限
の
成
長
に
謝
す
る
迷
信
が
廃
く
行
は
れ
て
ゐ
る
炉
、

一
睡
不
断
の
発
展
は
杢
世
界
が
一
大
常

ロ
ツ
シ
ヤ
I
に
於
げ
る
岡
氏
経
済
の
意
義

第
間
十
品
世

ノL
J¥ 

第
況
波

九
ヒ

a. a. O. S. 151. 
a. a. ()， S. Iケ，8

Grundloge. Ij. ，¥¥1ft. S. 26. l'uhlann rj)版ば Jの一旬を削除してゐ弓。
a. a. O. S. 4u. 
:;j 
38) 



ロ
ツ
シ
ヤ

1
に
於
げ
る
園
長
経
済
の
意
義

第
四
十
巻

第
五
披

八
八
四

九ノ、

固
と
な
っ
た
場
合
に
も
困
難
で
あ
ら
う
、
ま
し
て
現
賓
に
於
て
は
そ
れ
は
次
の
二
の
事
情
に
よ
っ
て
不
可
能
で
あ

る
o

第
一
に
、
工
業
聞
と
農
業
聞
と
の
聞
の
岡
際
分
業
の
破
壊
、
高
度
文
明
固
と
低
度
文
明
聞
と
の
世
界
市
場
に

於
げ
る
競
争
、
そ
れ
に
件
ふ
戦
争
。
第
二
に
高
度
文
明
園
の
内
部
に
於
け
る
障
碍
。
「
分
業
が
完
成
し
て
き
へ
ゐ

る
所
で
あ
れ
ば
そ
こ
で
は
進
歩
す
る
た
め
に
吾
冷
が
打
棄
て
ね
ば
な
ら
ぬ
所
の
奮
い
賦
態
が
固
有
の
階
級
利
盆
を

も
つ
仁
一
定
の
階
級
に
間
定

3
れ
て
了
っ
て
ゐ
ぁ
。
今
や
そ
の
階
級
は
進
歩
に
反
抗
す
る
、

府
氾
止
少
を
完
成
す
る
わ
L

め
仁
は
闘
守
が
必
要
で
あ
お
。
而
し
で
か
う
あ
耽
態
山
一
下
ド
必
要
な
あ
改
革
を
徒
仁
選
出
叫
す
る
事
は
、
以
後
有
益

な
る
準
歩
に
劃
し
て
も
は
や
興
味
も
力
も
な
く
な
る
と
い
ふ
程
に
、
園
民
の
精
神
を
不
具
に
し
或
は
毒
す
る
。
」
か

う
言
つ
亡
後
で
彼
は
園
民
経
済
波
落
の
断
定
を
臨
時
し
て
一
園
民
の
人
種
的
祉
曾
的
結
合
・
精
神
服
態
・
憲
法
改

革
の
良
否
に
よ
っ
て
之
が
避
け
得
ら
れ
る
と
し
、
圃
民
の
倫
理
性
を
破
壊
す
る
人
口
過
剰
・
資
本
過
多
の
弊
に
し

て
も
同
様
に
し
て
、
園
民
の
精
神
力
が
危
機
を
打
開
せ
し
め
得
る
左
考
へ
て
ゐ

L
。

向

ロ

ッ

シ

ヤ

l
は
周
知
の
如
〈
生
産
要
素
を
標
準
と
し
て
園
民
軽
油
開
の
殺
蓬
段
階
説
を
立
て
、
そ
れ
を
夫
々
白

然
・
柑
労
働
力
・
資
本
の
支
配
的
な
る
段
階
に
分
つ
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
園
民
材
料
棒
が
右
の
如
〈
殺
生
し
て
か
ら
在

十
泌
す
る
ま
で
の
聞
に
於
て
辿
る
も
の
と
解
韓
す
べ
き
で
あ
も
-
フ
か
、
彼
は
古
代
闇
民
は
そ
の
最
も
殺
展
せ
る
も
の

に
於
て
も
第
二
段
階
を
超
え
得
な
か
っ
た
と
述
べ
て
ゐ
ふ
。
叉
彼
が
生
産
要
素
を
以
っ
て
経
済
援
達
段
階
の
標
準

と
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
彼
が
生
産
要
素
を
以
っ
て
超
樺
後
展
の
原
動
力
と
し
た
と
考
ふ
べ
き
で
は
な
い
。
彼
に

め
つ
て
は
経
柚
併
設
展
の
原
動
力
は
園
民
経
梼
の
も
つ
有
機
的
生
命
力
で
あ
る
。
こ
う
に
、
趨
嘗
に
史
観
左
謂
は
れ

39) 叉或個所では「最も富裕の時期 I:~U査落に導〈のヵ;常で d'J る!と言ってゐる。
(a. a. O. S. 55) 
0.. fL目 O.S. 861-63・
:1. a. O. S. 137-38 

40) 
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't) 
6 

、
、
、
、
、
、

得
る
も
の
が
史
的
穀
展
の
統
一
的
原
動
力
と
な
す
所
の
も
の
を
原
聞
と
し
て
行
ふ
劃
期
と
、
所
謂
極
措
併
殺
建
段
階

、
、
、
、
、

説
が
必
や
し
も
歴
史
進
行
の
統
一
的
原
動
力
で
は
な
く
て
、
そ
の
一
契
機
を
標
準
と
し
て
な
す
劃
期
と
の
聞
に
根

本
的
差
異
あ
る
を
見
る
の
で
あ
る
。

闘
民
輝
捕
は
岡
民
と
運
命
を
共
に
す
る
こ
と
右
の
如
く
で
あ
る
が
、
然
ら
ぱ
闘
民
そ
の
も
の
は
如
何
に
し
て
毅

展
す
る
か
。

ロ
ッ
ジ
ャ
ー
が
岡
民
生
活
の
粧
梼
的
構
造
を
以
っ
て
そ
の
様
展
の
原
動
力
と
し
な
い
こ
と
は
明
か
で

あ
っ
て
、
闘
民
会
生
活
域
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
進
展
す
る
と
し
た
と
考
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

叉
岡
民
生
命
〈
内
容
)

と
制
度
(
形
式
)
と
の
相
互
作
用
、
実
は
階
級
的
賞
一
漉
の
勢
力
閣
係
に
よ
っ
て
歴
史
は
進
歩
す
る
と
見
に
と
解
せ
ら

川
口
ん
』

L
h
d
二
じ
ま
ハ
去
、
0

1
d
H同

1
1
h
J
3
ι
t
J
、

p
t
d
'
i
、

品
川
し
彼
が
結
局
に
於
て
務
省
〈
所
は
紳
に
よ
っ
て
詰
ら
れ
れ
有
限
な
有
機
的
生
命
で

あ
る
c

だ
か
ら
岡
民
ち
亦
後
生
・
成
長
成
熟
・
蹴
亡
す
る
。
老
表
・
耐
亡
に
り
レ
て
紋
mw
説
く
所
は
可
成
詳
し
い
。

今
そ
の
詳
細
に
立
入
る
や
]
科
な
い
が
、
彼
の
思
想
の
根
祇
に
あ
る
の
は
、
「
総
て
の
現
世
的
存
在
に
於
て
は
殺
生
原

因
は
既
に
将
来
の
滅
亡
の
荊
芽
を
合
ん
で
ゐ
る
の
が
常
で
あ
る
」

と
い
ふ
拙
に
あ
る
。

「
人
間
的
自
由
戚
情

同i
も

の
安
心
の
た
め
に
」
、

附
加
し
て
ゐ
る
、
「
京
政
的
及
び
倫
理
的
に
優
れ
た
如
何
な
る
岡
氏
色
、

‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

而
し
て
勿
論
そ
れ
を
失
は
な
い
限
り
に
於
て
の
み
筏
落
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
ふ
事
が
確
く

ぐ
れ
が
最
高
の
品
目

信を
せ'保
ら持
れす
得る
る円)~艮
」り
L 、

最
後
に
世
界
史
的
考
察
に
ぺ
い

τ
一
言
す
れ
ば
、
彼
は
、
諸
国
氏
は
人
類
と
し
て
結
合
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
一
全
開
と

し
て
観
察
す
る
立
場
の
存
在
を
否
定
し
な
い
c

け
れ
ど
る
、
神
の
計
章
ぞ
我
冷
は
う
か
Y

ひ
得
守
、
而
も
そ
の
立

ロ
ツ
シ
ヤ

1
に
於
げ
る
園
長
経
涛
の
意
義

第
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ロ
サ
シ
ヤ

1
に
於
げ
る
凶
民
経
済
の
意
義

鳩
山
十
巻

ヘヘムハ

第
五
就

一0
0

相
場
は
多
く
限
史
構
成
の
説
認
に
陥
る
か
ら
と
て
、
彼
は
牡
界
史
観
の
樹
立
を
断
念
す
る
。
ぞ
れ
は
と
も
角
、
こ
〉

に
彼
が
世
界
史
匙
行
の
結
果
と
し
て
の
此
界
岡
山
が
の
可
能
性
に
つ
い
て
遮
h

ゆ
る
所
は
興
味
が
め
る
。

日
く
、
「
殆
八

ど
充
分
に
惟
旧
作
諸
岡
山
氷
瞳
系
に
ま
で
慌
大
し
件
る
所
の
ヨ

I
ロ
ソ
パ
の
諸
岡
山
水
瞳
系
も
亦
過
少
楓
ぎ
る
べ
き
で

1

v

ーか、一

L
d

。

寸

J

'

し

L

四百

以
上
ロ
ッ
ジ
ャ

1
剛
氏
料
消
皐
の
卦
象
規
定
と
し
て
の
剛
氏
純
掛
観
の
叙
遮
を
終
っ
て
、
以
下
行
々
の
岡
民
共

同
経
漕
の
立
場
か
ら
若
干
の
批
判
を
附
加
す
る
。
そ
の
際
問
題
と
な
る
の
は
彼
の
思
想
を
一
貫
せ
る
神
跡
主
義
・

有
機
煙
説
・
非
排
謹
法
的
思
惟
・
及
び
具
瞳
的
史
硯
並
に
賓
践
哲
翠
の
快
如
・
等
で
あ
る
o
i
川
々
は
こ
の
観
助
か
ら
彼

の
人
間
槻
的
・
枇
倉
哲
皐
的
・
並
に
歴
史
哲
率
的
基
礎
の
各
ミ
に
つ
い
て
吟
味
し
て
行
か
う
。

、2・ノ一
ロ
ッ
ジ
ャ
ー
が
、
従
来
利
己
心
の
み
が
支
配
す
る
か
に
考
へ
ら
れ
た
結
構
生
活
域
に
公
共
心
の
契
機
合
採
入

f
'
t

、

れ
た
勅
は
一
進
歩
で
あ
る
が
、
そ
れ
合
「
斤
冷
の
内
部
に
於
げ
る
神
の
謀
、
印
ち
良
心
の
要
求
」
と
解
し
た
貼
に
は
問

題
が
あ
る
。
そ
れ
は
公
共
心
と
同
一
に
解
さ
れ
て
妨
げ
な
い
棋
に
思
は
れ
る
、
然
し
何
故
ロ
ッ
ジ
ャ
ー
は
公
共
心

の
底
に
き
う
し
た
も
の
を
-
認
め

Y
る
を
件
な
が
っ
た
か
、
き
う
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
か
否
か
に
つ
い
て
私
の
考

は
定
ま
っ
て
ゐ
な
い
の
で
他
日
の
'
持
考
に
待
ち
皮
い
と
瓜
ふ
。
又
彼
は
利
己
心
に
封
立
す
る
の
は
良
心
で
あ
っ
て
、

そ
の
統
一
が
公
共
心
で
あ
り
、
二
者
の
聞
に
は
矛
盾
は
な
い
と
考
へ
て
ゐ
る
が
、
個
人
利
盆
が
共
同
利
益
と
分
裂

/' 

し
て
ゐ
る
慮
に
於
て
は
雨
者
は
謝
立
矛
盾
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

ロ
ヴ
ジ
ャ
!
の
考
へ
る
如
〈
然
〈
調
和
す
る
も

u. a. (). S. 869 rc 43) 



の
で
は
な
い
。
こ
の
紺
は
後
に
個
別
料
棒
と
共
同
経
済
と
の
闘
係
に
於
て
詳
し
く
考
へ
る
。
反
に
般
は
公
共
心
を

そ
の
ま
、
二
徒
で
あ
る
か
の
如
く
混
同
し
て
ゐ
る
が
、

さ
う
で
は
な
く
て
、
公
共
心
の
竣
逢
と
共
に
両
者
未
分
前
の

無
白
佳
的
愛
が
徐
今
に
白
肌
刊
さ
れ
来
り
(
市
一
氏
枇
曾
に
於
げ
る
家
庭
変
・
郷
土
愛
・
帆
圃
愛
・
人
類
一
史
)
、
こ
の
新
し
く
自
覚
さ
れ

、
、
、
、
、

来
っ
た
も
の
に
よ
っ
て
逆
に
利
己
心
と
公
共
心
と
が
真
に
具
膿
的
に
統
一
さ
れ
た
も
の
が
自
質
的
な
愛
で
あ
る
'
と

考
へ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
自
覚
愛
は
山
中
な
る
自
愛
で
も
献
な
る
他
愛
で
も
な
い
、
自
己
を
否
定
し
他
を
併
す
重
す
る

、
、
、
、
、
.
、

こ
と
に
よ
っ
て
内
ら
生
き
る
色
の
で
あ
る
o

そ
し
て
こ
の
白
畳
愛
を
活
砲
と
し
て
初
め
て
具
瞳
的
な
共
同
艇
梼
が

可
能
と
な
h
、
そ
の
定
布
は
現
質
的
共
同
市
と
な
る
。
ご
の
鮪
に
於
て
、

f
r
'
P
3
1
Y
2
2
1
5
t
-
)
5
 

1〆
J
J

守
!
力
一
昇
局
H
3
F
F

しか
E
3
U
J
r

に
よ
っ
て
結
合

3
れ
て
み
ぷ
人
間
的
問
に
の
ふ
げ
能

rと
一
色
一
日
ふ
む
は
正
し
い
。
4抑止

自主
t十

そ

4ρ 

'j~~ 
ZEI 
そj-

il 

る
で
は
な
し
に
、

ま
だ
抽
象
的
意
志
に
過
ぎ
ま
る
公
共
心
に
県
〈
抽
象
的
共
同
鰹
捕
に
満
足
」
;
。
|
|
向
ロ
ヅ

シ
ヤ
!
の
公
共
心
は
家
庭
生
活
か
ら
人
類
生
活
に
及
ぶ
一
切
の
倒
腫
生
活
の
某
礎
で
あ
る
が
、
何
故
そ
れ
が
同
氏

的
範
闘
に
於
げ
る
統
一
曜
の
形
成
原
珂
と
な
る
の
か
明
か
で
は
な
い
。
こ
の
事
は
岡
氏
が
文
化
単
枕
で
あ
る
こ
・
と

とを
しf!Jj
て硲:
自に
先芳4
せ定:
らし
れな
「二力、

とっ
き 1-
白、こ
a丘、と
的、に
岡、jz
1:11;、〈
栄、。

左
な
り

が
H

ん
吋
に
於
て
は
、

愛
が
、

自
然
・
民
族
・
際
史
に
孤
〈
岡
氏
性
を
媒
介

交
化
の
統
一
的
草
枕
と
し
て
の
岡
民
共
同
時
を
可
能
に
す

る
L
」
考
へ
る
。

二
一
枇
合
同
哲
撃
的
に
ロ
ソ
シ
ヤ
ー
が
同
氏
及
び
側
氏
経
済
を
現
宜
的
杢
韓
と
考
へ
た
の
は
一
臆
正
し
い
。
が
、
そ
れ

を
有
機
閣
と
観
た
の
は
謀
で
あ
る
。
結
局
に
於
て
彼
は
岡
氏
経
済
を
神
の
創
造
に
係
る
有
機
的
生
命
と
考
へ
る
、

ロ
ヅ
シ
ヤ

1

に
於
げ
る
国
民
経
済
の
意
義

第
四
十
巻

、、、、

a-

F

F
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ロ
ツ
シ
ヤ

1
に
於
げ
る
凶
民
経
済
の
意
義

第
五
一
波

第
四
十
巻

z

、，、，、

'
F
a
F
 

O 

尤
も
彼
，
か
「
説
明
し
難
き
背
目
以
」
を
利
均
一
a

に
よ
っ
て
押
し
の
け
ん
L
」
努
力
し
て
ゐ
る
貼
は
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
が
。
と

も
角
有
機
瞳
識
に
謝
す
る
批
判
F

と
し
て
今
月
も
は
や
費
言
す
る
の
要
法
な
か
ら
う
。

次
に
岡
民
税
祷
は
ロ
吋
シ
ヤ
ー
が
考
へ
る
程
統
一
的
な
も
の
で
あ
る
か
。
彼
は
利
己
心
と
公
共
心
と
を
会
〈
調

和
的
に
考
へ
、
従
っ
て
夫
々
そ
の
上
に
存
立
す
る
個
別
粧
樺
に
到
し
て
闘
民
経
済
は
統
一
的
会
酷
で
あ
る
と
考
へ

る
o

慌
し
一
山
精
神
的
契
機
の
聞
に
は
ず
万
府
川
め
る
如
く
、

ワ
て
れ
に
卦
礁
し
て
、

耳
叫
q
G
-
L
L
t
l仁
・
司
リ
dじ
I

J

)

〉
、
f

品
Z
宗
務

11J，
仁
作
取
批
評

l
f
J
j
l

州
日
以
前
掛
ど
の
問
に
も
矛
応
剖
立
が
め
ぷ
一
J

利
己
心
の
一
紅
桝
生
活
ド
掛
川
U

る
活
動
の
結
果
は
相
私
有
期
産

τふノ旬、

公
共
心
の
そ
れ
は
閥
民
の
宮
で
あ
る
。

ス
ミ
ス
以
来
所
謂
「
閤
民
の
宙
」
と
は
決
し
て
倒
民
共
同
の
山
口
問
で
は
な
い
。

凶
民
の
は
は
私
有
財
産
と
い
ふ
形
で
賞
在
し
、

そ
れ
か
ら
抽
象
し
て
概
念
せ
ら
れ
た
娘
瞳
が
岡
民
共
同
の
直
に
過

、
、
、
、
、
、
、
、

ぎ
ぬ
。
か
ち
る
抽
象
的
組
韓
正
し
て
の
共
同
の
富
と
其
の
定
在
た
る
私
有
財
産
と
の
統
一
が
市
民
祉
舎
に
於
げ
る

、

、

、

、

判

同
口
比
の
富
で
あ
る
o

現
に
ロ
ヴ

シ
ヤ
1
4
D
剛
氏
の
富
佐
一
五
φ
し
つ
う
、
「
財
産
共
同
」
を
原
則
と
し
て
否
定
す
る
o

'
と
す
れ
ば
市
民
一
枇
舎
に
於
げ
る
岡
氏
の
宮
は
共
同
性
'
と
い
ふ
観
動
か
ら
は
抽
象
物
に
過
ぎ
ぬ
。
こ
の
故
に
こ
そ
ロ

、

、

、

、

ッ
シ
ヤ

1
は
交
換
債
値
一
炉
支
配
す
る
闘
民
経
済
に
於
て
闘
民
の
富
は
使
用
債
値
に
よ
っ
て
詳
便
さ
れ
る
な
ぎ
よ
一
同

は
ま
る
を
得
な
い
の
だ
。
尤
も
岡
民
共
同
の
官
が
現
』
質
的
に
も
一
部
分
間
家
そ
の
他
の
公
共
囲
惜
の
財
産
と
し
て

存
在
す
る
、
然
し
そ
れ
は
私
極
構
的
利
己
心
の
保
誼
で
あ
る
か
、
き
う
で
な
い
に
し
て
も
多
く
の
場
合
、
交
換
債

値
の
捨
ひ
手
と
し
て
し
か
岡
氏
の
使
用
便
値
た
り
得
な
い
。
つ
ま
り
抽
象
的
な
る
岡
民
共
同
の
官
が
闘
民
個
人
の

自
に
ま
で
分
配
さ
れ
る
の
は
交
換
債
値
を
規
準
と
し
て
Y
あ
る
o

だ
か
ら
市
民
的
岡
民
粧
漕
に
於
て
は
杢
躍
と
し
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て
の
岡
民
欲
望
を
岡
民
の
棉
活
動
に
よ
っ
て
充
足
す
る
な
ど
三
耳
ふ
こ
と
は
抽
象
的
に
の
み
考
へ
ら
れ
る
に
過
ぎ

字
、
岡
民
の
組
勢
働
を
困
民
の
締
役
望
に
封
し
て
分
配
す
る
の
は
債
値
法
別
で
あ
る
-U

そ
の
際
矛
盾
は
二
重
で
あ

る
、
第
一
に
分
配
は
必
然
的
で
あ
り
、
第
二
に
闘
民
の
欲
望
と
い
ふ
の
は
貨
幣
を
媒
介
と
す
る
欲
望
卸
ち
所
謂
有
致

一
市
要
の
み
で
あ
る
。
か
く
て
異
の
困
民
共
同
盟
に
於
て
は
具
瞳
的
統
一
意
識
が
な
ず
で
あ
ら
う
所
の
も
の
を
、
市

民
枇
舎
に
於
て
は
無
白
魔
的
必
然
の
一
枇
合
法
則
が
代
り
行
ふ
。
こ
の
貼
ロ
ヴ

シ
ヤ
ー
が
有
機
瞳
説
的
に
で
は
あ
っ

た
が
、
市
民
的
岡
民
経
漕
を
自
然
殺
生
的
だ
と
し
た
の
は
正
し
い
。
併
し
之
を
忘
れ
て
園
民
極
構
は
計
童
的
で
あ

る
v
y
〕
品
匂
へ
、
そ
の
意
志
性
を
圃
家
等
に
見
る
の
で
あ
る
が
、
国
家
意
士
山
は
、
彼
自
身
誌
な
る
如
く
定
全
に
向
畳
的

C
工
、
ェ
ド
ー
り
戸
」
よ
(
、

寸
J

1

u

j

t
司
、
イ
ム
r

H

1

J

山
一
い
そ
れ
川
市
民
的
で
あ
る
限
り
、

こ
の
必
然
法
則
伝
前
提
L
」し、

ぞ
れ
を
補
柊
寸
ァ
。

に
過
ぎ
な
い
。

そ
れ
が
完
杢
に
枇
命
日
法
則
の
支
配
を
・
止
揚
し
て
圃
民
生
活
の

そ
れ
が
畳
一
に
民
一
睡
的
と
な
る
の
は
、

、
、
、
、
、
、
、

異
の
統
制
者
七
る
具
瞳
的
問
民
間
家
と
な
っ
た
時
に
於
て
の
み
で
あ
る
。

そ
の
茄
芽
は
あ
る
、

然
し
そ
れ
は
ま

r

郎
自
的
で
あ
る
o

だ
か
ら
岡
民
勢
働
力
を
縮
瞳
と
し
て
意
識
的
に
活
動
せ
し
め
-
て
は
ゐ
な
い
し
、
又
闘
民
の
欲
望

は
決
し
て
充
足
き
れ
で
は
ゐ
な
い
。
失
業
者
や
農
民
等
の
食
へ
な
い
閤
民
大
衆
の
存
た
は
こ
の
謹
左
で
あ
る
。

-
ち
拘
ら
子
、
経
神
曲
目
十
者
は
市
民
的
岡
民
経
捕
刊
を
以
っ
て
統
一
的
金
曜
な
り
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
事
物
の
真
相

を
隠
蔽
し
て
闘
民
宇
佐
鵬
着
す
る
者
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

而
し
て
同
時
に
古
今
は
こ
〉
に
立
止
ま
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
そ
こ
に
も
猶
吾
冷
は
杢
韓
的
共
同
的
な
る
も
の
が
自

己
を
摘
出
現
し
つ
冶
あ
る
を
見
る
。

一
方
に
於
て
は
た
三
一
の
指
令
に
よ
っ
て
益
岡
民
の
欲
望
充
足
に
役
立
つ
様
な

ロ
ヴ
シ
ヤ

l
に
於
げ
る
闘
民
経
潜
の
意
義

第
四
十
巻

第
五
披

八
八
九

O 

回ツシヤーはこの分臨の原理を「分業の法則UI:'1:考へる (GrlLodress.S. 9) 
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ロ
ツ
シ
ヤ
1

に
於
げ
る
園
長
絞
務
の
意
義

第
凶
十
巻

八
九

O

第
五
時
掛

O 
匹l

具
A
n
に
生
産
力
は
生
産
の
命
令
を
待
機
し
、
富
は
岡
氏
的
規
模
に
於
て
生
産
、
集
積
さ
れ
て
ゐ
る
・
他
方
共
同
利

盆
の
た
め
に
勢
働
・
日
の
分
配
を
調
牲
し
っ
ち
あ
る
岡
民
意
識
が
あ
る
。
だ
か
ら
市
民
世
命
日
的
閥
係
を
剥
奪
す
れ

ば
、
岡
氏
粧
掛
に
闘
す
る
命
題
は
そ
の
ま
〉
妥
賞
す
る
。
然
し
市
氏
枇
命
日
闘
係
が
存
顧
す
る
限
り
上
の
如
き
命
題

は
一
去
は
Y
ゆ
象
的
和
、
卦
に
止
ま
る
。
こ
の
貼
に
於
て
ロ
ッ
ジ
ャ
ー
が
租
税
・
公
別
徴
枇
・
公
共
事
畦
未
の
聞
煙
紅
管

(
凶
衆
・
都
市
・
曾
枇
)
等
に
よ
っ
て
則
広
州
北
川
の
郎
自
的
仁
賞
現
さ
れ
つ
、
〉
ふ
る
を
見
て
、

パ
ム
ザ
は
つ
岡
民
的
財
産
共
同

l

i

)

.

、

3
1
コ
w
ρ
r
h
tヰ
ヱ
目
『
2
d
d
h
j
M

コレ片山口ヰ

'
z
e
-
-
h
f
r
i
l
l
-
-
i
h
;
i
l
i
-
-

じ
一
一
尉
近
寄
っ
た
と
企
依
し
で
い
〉
と
一
一
一
一
司
び
U

川
九
時
来

ta
同
家
の
力
に
よ
っ
一

貨
現
さ
れ
る
で
あ
ら
う
と
越
べ
て
ゐ
る
の
は
正
し
い
。
乍
併
、
彼
は
そ
れ
を
白
畳
的
・
質
践
的
に
茸
現
し
よ
う
と
は

意
固
し
な
い
の
で
あ
る
。
|
|
叉
ロ
ッ
シ
ヤ
l
は
現
賞
に
於
げ
る
岡
民
権
漕
の
佃
別
粧
梼
と
抽
象
的
共
同
経
済
と

へ
の
分
裂
に
目
を
ふ
さ
い
だ
が
故
に
、
利
己
心
に
某
く
個
別
結
構
の
運
動
が
|
l
そ
れ
は
高
人
の
高
人
に
劃
す
る

戦
争
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
公
共
心
に
よ
っ
て
共
同
艇
祷
に
ま
で
宥
和

3
れ
る
と
調
和
的
に
考
へ
た
が

放
に
l
l
必
然
的
に
階
級
卦
立
に
導
く
こ
と
を
看
過
し
た
。
邸
も
闘
民
を
考
へ
る
際
階
級
を
抹
殺
し
て
ゐ
る
。
現

貨
に
は
分
裂
し
た
も
の
〉
同
一
位
を
庶
接
的
に
主
張
す
る
の
は
卒
〈
抽
象
で
J

の
る
ι

ぞ
の
真
の
統
一
は
会
盟
意
誠

を
も
っ
た
も
の
h

自
己
解
放
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
単
な
る
観
念
上
の
階
粧
止
揚
で
は
な

く
て
、
寅
践
的
止
揚
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
か
う
る
賞
践
に
於
て
は
、
階
級
封
立
の
後
展
が
形
成
し
つ
冶
あ
る

ヨ
ム
ポ
ヲ
チ
イ

hツ

協
同
的
な
る
も
の
が
岡
家
の
力
を
媒
介
v
と
し
て
共
同
的
な
る
志
の
へ
高
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
階
級
卦
立
共

も
の
〉
設
展
に
よ
る
共
同
盟
の
無
自
覚
的
準
備
に
つ
い
て
は
ロ
ヴ
シ
ヤ
!
の
夢
想
だ
も
し
な
か
っ
た
所
で
あ
る
。

ロ
ッ
シ
ヤ
l
の
闘
民
盤
情
と
世
界
経
済
と
の
闘
係
に
つ
い
て
説
く
所
は
極
め
て
少
〈
、
五
日
々
の
考
ヘ
を
建

fAj 



め
て
行
く
上
の
媒
介
と
す
る
に
は
飴
り
に
之
し
い
。
叉
吾
々
は
闘
民
共
同
経
済
の
立
場
が
世
界
経
済
に
劃
し
て
如

何
に
態
度
す
る
か
を
積
極
的
に
遮
ぶ
べ
き
徐
裕
を
奥
へ
ら
れ
て
居
な
い
。
だ
か
ら
こ
の
姑
に
つ
い
て
は
改
め
て
考

へ
度
い
と
思
ふ
。

三
歴
史
哲
皐
的
に
ロ
ヅ
シ
ヤ

l
は
一
膿
、
固
民
・
岡
民
経
捕
併
が
諸
岡
民
生
活
域
の
問
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
、

叉
よ
り
進
ん
で
は
生
と
制
度
と
の
排
謹
法
的
闘
係
に
ょ
っ
で
、
又
時
に
は
利
己
心
を
代
表
す
る
奮
き
色
の
と
公
共

心
を
代
表
す
る
新
し
き
色
の
と
の
闘
辱
に
よ
っ
で
、
歴
史
的
に
臨
時
展
す
る
と
考
へ
た
か
に
も
思
は
れ
る
。
然
し
彼

の
根
本
思
想
は
、

岡
氏
経
済
は
有
機
惜
に
し
て
、

そ
の
有
機
的
生
命
の
故
に
後
展
し
、

而
も
そ
の
後
展
は
有
機
瞳

の
議
展
法
則
に
一
致
す
る
と
い
ふ
鮪
に
あ
る
o

然
し
低
級
な
る
有
機
岨
旧
か
ら
高
級
な
る
そ
れ
へ
の
生
物
撃
的
捺
展

L
-
u

低
い
一
枇
合
形
路
か
ら
一
向
い
ァ
ぐ
れ
へ
の
陪
史
的
強
肢
と
が
具
み
に
f
L
は一一一日ひ山
J

仙
台
け
れ
に
批
判
で
あ
ら
っ
枇
は

岡
民
も
園
民
極
構
も
他
の
有
機
鵠
と
同
じ
く
永
遠
の
絶
調
者
に
劃
し
て
有
限
な
る
が
故
に
消
滅
す
る
と
読
〈
の
で

あ
る
が
、
そ
こ
に
吾
々
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
!
?
を
典
型
と
し
て
園
民
は
そ
の
歴
史
的
使
命
の
途
行
と
同
時

に
滅
亡
し
て
行
く
と
説
い
た
へ

l
ゲ

Y
と
同
様
の
考
へ
方
を
見
る
。
乍
併
、
発
生
・
竣
展
・
消
滅
す
る
の
は
圃
民
そ

の
も
の
、
岡
氏
艦
掛
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
ら
が
ー
と
る
一
定
の
歴
史
的
形
態
に
過
ぎ
ぬ
。
こ
の
意
味
で
今

泣
落
に
損
し
て
ゐ
る
の
は
閏
民
経
済
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
市
民
的
園
民
料
棒
で
あ
る
c

然
る
に
ロ
ッ
シ
ヤ
ー
は

こ
の
市
民
的
問
民
経
済
波
落
の
怖
ろ
し
き
結
論
や
現
賓
の
傾
向
の
結
果
な
恐
れ
て
人
間
的
自
由
戚
情
の
安
心
の
た

め
に
、
倫
理
や
宗
教
に
救
を
求
め
て
市
民
的
園
氏
艇
梼
の
永
遠
な
ら
ん
こ
と
を
確
伝
す
る
o

だ
が
吾
々
は
そ
の
波

溶
を
神
か
け
て
剃
る
に
及
ば
ぬ
υ

そ
れ
は
新
し
く
生
れ
る
た
め
に
死
屯
す
る
の
で
あ
る
。
而
も
新
し
く
生
れ
る
の
は

ロ
ヅ
シ
ヤ

1
に
於
げ
る
園
民
経
済
の
意
義

第
凶
十
品
せ

p、
九

第
五
披

一O
五



ロ
ソ
シ
ヤ

1
に
於
げ
る
岡
氏
鰹
務
の
意
義

第
四
十
巻

A 
九

第
五
披

一O
六

決
し
て
自
然
必
然
的
に
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
浸
落
の
可
能
も
あ
る
。

t
y
死
ん
で
生
き
ん
と
す
る
闘
民
自
身
の

命
が
け
の
賀
践
の
み
が
岡
民
共
同
粧
捕
併
を
創
造
し
得
る
の
で
あ
る
。
か
う
し
に
貨
践
を
ロ
ツ
シ
ヤ
!
は
認
め
な
い
。

従
っ
て
彼
は
正
し
〈
も
過
去
と
現
在
に
於
け
る
財
産
共
同
の
存
在
を
承
認
し
、
而
も
勝
来
に
於
け
る
そ
の
様
大
の

可
能
を
漁
料
し
な
が
ら
も
歴
史
は
市
民
世
舎
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
も
の
を
凹
復
し
つ
?
の
る
?
と
い
ふ
こ
と
、
剖

ち
出
燃
市
見
法
共
同
憎
か
ら
共
同
瞳
へ
と
動
き
つ
〉
あ
る
と
い
ふ
明
確
な
史
槻
に
ほ
到
達
し
な
か
っ
だ
。
|
|
岡
民
の

隠
見
に
つ
い
て
は
土
だ
生
物
格
的
意
識
台
以
っ
て
そ
の
殺
股
ぞ
定
式
化
し
亡
、
然
し
骨
一
界
史
に
つ
い
で
は
子
れ
ド

榊
の
計
量
だ
と
す
る
も
一
色
々
の
有
限
性
を
以
っ
て
し
で
は
そ
れ
を
覗
ふ
由
も
な
く
、
而
も
そ
れ
は
統
一
的
な
有
機

睡
だ
と
も
認
め
難
か
っ
た
。
こ
れ
が
彼
の
世
界
史
観
放
棄
の
賃
際
の
理
由
で
あ
る
。
そ
こ
に
吾
々
は
歴
史
を
高
調

し
な
が
ら
具
躍
的
な
世
界
史
観
念
有
た
な
か
っ
た
歴
史
筆
振
の
一
特
徴
を
見
る
の
で
あ
一
る
。

右
に
漣
ぷ
る
如
〈
ロ
ッ
シ
ヤ
!
は
歴
史
を
貫
践
的
に
期
解
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
か
h

る
考
へ
方
は
彼
の
思
怨

を
一
貫
し
て
ゐ
る
。
彼
は
、
あ
る
が
ま
冶
の
人
聞
は
利
己
的
で
あ
る
と
同
時
に
公
共
的
で
め
h
ノ
、
奥
へ
ら
れ
た
る

園
民
経
済
は
個
別
的
で
あ
る
と
共
に
共
同
的
で
あ
る
と
観
な
が
ら
、
ぞ
れ
ら
を
具
瞳
的
共
同
的
な
る
も
の
へ
高
め

得
る
も
の
と
し
て
、
賃
践
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
し
な
い
。
蓋
し
彼
に
於
て
は
人
聞
は
有
限
に
し
て
閏
民
経
漕
の

後
展
は
必
然
的
な
る
が
故
に
、
理
想
は
人
間
的
弱
輸
を
も
ち
人
聞
の
賓
践
は
無
力
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
成
程
、

彼
が
単
に
現
買
の
人
聞
を
見
て
言
っ
た
、
倫
理
や
宗
敢
に
よ
っ
て
公
共
心
が
強
化
さ
れ
ね
ば
「
国
民
的
財
産
共
同
」

は
危
険
で
あ
り
異
の
閏
民
共
同
極
端
情
の
竣
展
は
望
み
得
ぬ
と
い
ふ
事
は
正
し
い
。
然
し
同
時
に
圃
民
共
同
経
済
の

賞
現
と
い
ふ
岡
民
的
貿
践
が
却
っ
て
人
聞
の
精
神
を
費
草
す
る
、
即
ち
か
冶
る
国
民
粧
掛
的
宜
践
こ
そ
は
多
〈
の



偉
大
な
思
想
家
が
読
き
来
っ
た
絶
針
愛
の
抵
地
を
園
民
的
規
模
に
於
て
、
克
に
は
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
人
類
的
規

械
に
於
て
寅
現
す
る
た
め
の
不
可
棋
の
前
提
で
あ
り
媒
介
な
の
で
め
る
。
彼
は
そ
こ
ま
で
考
へ
ぬ
、

つ
ま
り
彼
の

問
題
は
奥
へ
ら
れ
た
ま
〉
の
人
間
・
困
民
・
園
民
経
済
を
解
樟
叙
述
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
ぞ
れ
ど
建
草
す
る
こ
左
で

は
な
い
。
そ
こ
に
市
民
吐
合
的
な
る
も
の
を
襲
草
す
る
こ
と
で
は
な
〈
て
そ
れ
を
後
展
せ
し
め
保
持
す
る
こ
と
を

使
命
と
し
た
厩
史
皐
仮
の
園
民
主
義
|
|
市
民
的
園
民
主
義
1
i
i
と
そ
れ
を
紐
午
前
十
せ
ん
・
と
す
る
現
代
園
民
主
義
と

の
本
質
的
相
違
炉
あ
る
。
か
く
て

κ口
'
平
ほ
右
に
英
園
流
の
個
人
主
義
を
、
左
に
枇
A

岡
田
主
義
を
控
え
て
、
園
民
主
義

に
よ
っ
て
そ
の
純
一
合
同
ら
ん
と
し
つ
出
色
、
結
局
市
民
一
位
命
同
の
要
求
に
迎
合
し
て
市
民
的
問
民
主
義
に
喧
し
て

行
つ
ト
-
幌
市
兆
四
時
中
恨
の
一
般
的
特
徴
に
旬
、
そ
の
最
古
有
力
な
創
設
者
の
-
人
た
る
ロ
ゥ
シ
ヤ

l
に
於
て
う
か
Y

ひ
得

る
の
で
あ
る
。

要
之
、
市
民
的
闘
民
経
掛
が
歴
史
的
結
果
で
あ
る
こ
と
、
そ
こ
に
は
草
に
利
己
心
だ
け
が
支
配
す
る
の
で
は
な

〈
公
共
心
も
働
き
、
従
っ
て
そ
こ
に
は
郎
自
的
に
国
民
共
同
程
祷
の
面
が
め
る
こ
と
を
認
め
た
の
は
ロ
ッ
ジ
ャ
ー

の
正
し
い
賄
で
あ
る
。
然
し
彼
が
、
市
民
的
問
民
経
掛
そ
の
も
の
が
ま
た
勝
家
へ
の
歴
史
の
準
行
か
ら
見
る
場
合

一
の
歴
史
的
段
階
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
を
自
畳
し
得
字
、
一
方
に
於
て
は
公
共
心
を
高
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
市
民
枇

曾
の
異
貫
を
看
過
し
、
他
方
に
於
て
は
利
己
心
を
務
護
し
園
民
愛
を
・
無
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
其
の
闘
民
共
同
純

済
を
低
く
評
債
し
、
而
る
抽
象
的
に
あ
る
る
の
を
具
韓
的
に
あ
る
か
に
誤
っ
て
そ
れ
が
白
畳
的
具
瞳
化
を
企
闘
し

な
が
っ
た
こ
と
ぽ
、
謂
ふ
所
の
闘
民
経
済
を
し
て
み
ァ
、
抽
象
物
た
ら
し
め
る
う
さ
う
で
は
な
く
て
、
こ
の
抽
象
的

岡
民
共
同
経
掛
か
』
具
瞳
的
に
貫
現
す
る
こ
と
が
現
代
園
民
主
義
的
経
済
撃
の
使
命
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

ロ
ッ
ジ
ャ
ー
に
於
'
げ
る
国
民
経
漕
の
意
義

第
四
十
袋

第
五
披

一O
七

i¥. 

九


